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三
、
原
告
王
金
淑
・
王
國
平
・
王
亦
兵
・
王
桂
蘭
・
王
玉
佐
・
王
玉
孔(

王
耀
軒
の
遺
族)

に
つ
い
て 

前
記
六
名
は
父
王
耀
軒
の
子
供
で
あ
る
。
王
耀
軒
は
一
八
八
九
年
河
北
省
で
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
後
織
糸
工
場
を
経
営
し
、
一
九
四
〇

年
に
は
大
連
の
黒
石
礁
で
興
亜
写
真
館
の
名
で
写
真
館
等
を
経
営
し
て
い
た
。 

当
時
王
耀
軒
の
家
族
の
う
ち
原
告
王
國
平
及
び
同
王
亦
兵
は
勉
学
の
た
め
北
京
の
小
学
校
に
通
い
、
妻
王
趙
氏
そ
の
他
の
子
供
は
河
北

省
の
餞
陽
で
農
業
を
し
て
い
た
。 

ま
た
、
王
耀
軒
の
兄
で
あ
る
王
月
軒
は
天
津
で
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。
一
九
四
三
年
一
〇
月
王
耀
軒
が
北
京
か
ら
餞
陽
へ
帰
る
途
中

天
津
の
王
月
軒
方
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
大
連
の
日
本
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
王
月
軒
の
子
供
で
あ
る
王
東
升
と
共
に
逮
捕
さ
れ
た
。 

逮
捕
の
理
由
は
王
耀
軒
ら
が
反
日
の
地
下
活
動
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
王
月
軒
が
救
い
出
そ
う
と
し
た
が
、
果
た
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
消
息
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。 

一
家
の
稼
ぎ
手
を
失
っ
た
家
族
は
物
乞
い
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
父
親
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
経
済
的
、
精
神
的
被
害
は
は

か
り
し
れ
な
い
。 

王
耀
軒
の
消
息
は
一
九
四
三
年
当
時
、
細
菌
工
場
に
送
ら
れ
た
と
言
わ
れ
た
が
、
最
近
の
資
料
に
よ
り
七
三
一
部
隊
に
送
致
さ
れ
殺
害

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

四
、
原
告
王
慧
敏(

王
東
升
こ
と
王
学
年
の
遺
族)

に
つ
い
て 

原
告
王
慧
敏
は
王
東
升
の
妹
で
あ
る
。
王
東
升
は
一
九
一
九
年
河
北
省
で
生
ま
れ
た
。
父
は
王
月
軒
と
い
い
、
王
耀
軒
は
月
軒
の
弟
に

あ
た
る
。
東
升
は
一
九
三
九
年
天
津
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
九
年
か
ら
同
市
に
お
い
て
銅
絲
鋼
の
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。 

既
に
、
王
東
升
は
一
六
〜
一
七
歳
く
ら
い
で
劉
姜
玉
と
結
婚
し
、
王
雲
蘇(

長
女)

と
王
夢
章(

長
男)

の
二
人
の
子
供
が
い
た
。 

四
三
年
一
〇
月
の
あ
る
朝
、
白
浜
重
夫
を
隊
長
と
す
る
憲
兵
隊
が
東
升
の
家(

右
の
工
場
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た)

に
や
っ
て
き
て
、



何
の
説
明
も
な
く
寝
着
の
ま
ま
東
升
に
手
錠
を
か
け
て
車
に
乗
せ
て
連
行
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

憲
兵
た
ち
は
東
升
だ
け
に
手
錠
を
か
け
て
車
に
乗
せ
た
。
妻
や
二
人
の
子
ど
も
達
に
は
手
を
出
さ
な
か
っ
た
し
危
害
も
加
え
な
か
っ
た
。

た
だ
妻
が
憲
兵
に
な
ぜ
東
升
を
連
れ
て
行
く
の
か
と
す
が
り
つ
こ
う
と
し
た
と
き
に
、
銃
底
で
妻
は
殴
ら
れ
た
。 

一
家
の
稼
ぎ
手
を
失
っ
た
家
族
は
物
質
的
、
精
神
的
に
も
多
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
し
、
父
親
や
兄
弟
も
精
神
的
に
多
大
な
打
撃
を
蒙
っ

た
。 白

浜
重
夫
の
名
前
は
最
近
の
資
料
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
東
升
が
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
と
も
に
七
三

一
部
隊
に
送
致
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

五
、
原
告
敬
蘭
芝(

朱
之
盈
の
遺
族)

に
つ
い
て 

原
告
敬
蘭
芝
は
一
九
二
二
年
父
敬
恩
徳
と
母
孫
子
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

一
九
三
九
年
原
告
敬
蘭
芝
の
叔
父
敬
思
端
の
紹
介
で
、
当
時
牡
丹
江
駅
近
く
の
牡
丹
江
鉄
路
機
務
段
に
勤
務
し
、
鉄
道
の
管
理
や
修
理

を
し
て
い
た
朱
之
盈
と
結
婚
し
、
宿
舎
で
生
活
し
て
い
た
。 

朱
之
盈
は
地
下
活
動
を
し
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
七
月
一
七
日
日
本
の
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
、
同
日
夜
原
告
敬
蘭
芝
も
連
行
さ
れ
た
。 

当
日
夜
、
原
告
敬
蘭
芝
は
憲
兵
隊
か
ら
叔
父
敬
思
端
の
行
方
に
つ
き
尋
問
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
革
の
ベ
ル
ト
で
何
度
も
殴
ら
れ
る
な

ど
の
拷
問
を
受
け
た
。
翌
日
原
告
敬
蘭
芝
は
別
の
部
屋
に
連
れ
て
行
か
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
両
手
を
縛
ら
れ
、
蹴
ら
れ
て
い
た
夫
朱
之
盈

が
い
た
。
日
本
憲
兵
は
原
告
敬
蘭
芝
に
暴
行
を
加
え
た
。
夫
で
あ
る
朱
之
盈
は
「
主
婦
だ
か
ら
何
も
知
ら
な
い
」
と
い
っ
て
原
告
敬
蘭
芝

を
か
ば
っ
た
。
す
る
と
朱
之
盈
に
拷
問
が
加
え
ら
れ
た
。
七
月
二
〇
日
再
び
憲
兵
隊
は
原
告
敬
蘭
芝
を
夫
の
い
る
部
屋
に
つ
れ
て
い
っ
た

が
、
朱
之
盈
は
棒
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
顔
が
血
ま
み
れ
に
な
る
ほ
ど
拷
問
を
加
え
ら
れ
て
い
た
。
四
日
後
原
告
敬
蘭
芝
は
釈
放
さ
れ
た
が
、

朱
之
盈
は
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。 



そ
の
後
原
告
敬
蘭
芝
は
、
夫
の
消
息
を
た
ず
ね
た
が
結
局
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
九
年
頃
、
知
り
合
い
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
裁
判

の
中
で
、
夫
が
七
三
一
部
隊
に
送
ら
れ
人
体
実
験
に
さ
れ
た
こ
と
を
き
き
原
告
敬
蘭
芝
は
死
ぬ
ほ
ど
の
苦
痛
を
あ
じ
わ
っ
た
。 

 

  

 
 



二
、
原
告
李
秀
英
の
被
っ
た
被
害 

原
告
李
秀
英
は
一
九
一
九
年
、
父
李
松
山
、
母
李
湯
氏
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

一
九
三
七
年
三
月
頃
陸
浩
然
と
結
婚
し
、
当
初
上
海
で
暮
ら
し
て
い
た
が
上
海
事
変
の
た
め
危
険
と
な
り
、
夫
と
は
別
に
南
京
市
へ
戻

り
同
市
珠
化
路
三
〇
号
で
生
活
し
た
。 

し
か
し
、
南
京
市
も
危
険
に
な
っ
た
た
め
同
年
一
二
月
七
日
頃
南
京
市
の
難
民
区
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
建
物
に
父
親
と
二

人
で
移
り
住
ん
だ
。 

右
建
物
は
地
上
一
階
地
下
一
階
建
て
で
あ
り
、
地
下
に
は
二
部
屋
あ
っ
た
が
、
地
下
の
一
部
屋
に
男
性
が
四
〇
人
く
ら
い
、
他
の
一
部

屋
に
女
性
が
二
〇
人
く
ら
い
の
中
国
人
が
避
難
し
て
住
ん
で
い
た
。 

一
二
月
一
八
日
午
後
に
日
本
兵
が
右
建
物
に
来
て
、
若
い
男
を
六
、
七
人
を
連
れ
て
い
っ
た
。
翌
一
九
日
午
前
八
時
か
九
時
頃
、
日
本

兵
が
四
、
五
人
来
て
、
女
性
を
連
れ
て
い
こ
う
と
し
た
。 

当
時
、
原
告
李
秀
英
は
妊
娠
七
ヶ
月
だ
っ
た
た
め
暴
行
を
受
け
る
よ
り
は
死
の
う
と
思
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
気
を
失
っ

た
。 同

日
の
午
後
三
時
頃
か
四
時
頃
再
び
三
人
の
日
本
兵
が
来
た
。
二
人
の
日
本
兵
は
若
い
娘
を
連
れ
て
外
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
残

っ
た
一
人
が
原
告
李
秀
英
の
と
こ
ろ
に
来
て
服
を
脱
が
そ
う
と
か
が
ん
だ
の
で
、
日
本
兵
が
腰
に
さ
げ
て
い
た
銃
剣
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

日
本
兵
に
両
手
を
つ
か
ま
れ
た
。
銃
剣
を
取
ら
れ
た
日
本
兵
は
他
の
日
本
兵
を
呼
ん
だ
た
め
、
他
の
二
人
の
日
本
兵
は
、
秀
英
の
頭
や
足

を
め
っ
た
刺
し
に
し
、
腹
部
ま
で
刺
し
た
。
父
親
は
原
告
李
秀
英
が
死
ん
だ
と
思
い
埋
葬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
血
の
泡
が
出
た
の
を

見
て
、
馬
寧
病
院(

当
時)

に
運
び
、
そ
こ
で
治
療
を
受
け
、
九
死
に
一
生
を
得
た
。 

傷
は
全
部
で
三
七
ケ
所
も
あ
り
、
子
供
も
流
産
し
た
。
二
ヶ
月
後
に
退
院
し
た
が
、
現
在
で
も
顔
や
歯
の
傷
跡
が
痛
ん
で
い
る
な
ど
の



死
に
値
す
る
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
。 

  

第
五
、
原
告
高
熊
飛(

無
差
別
爆
撃
に
よ
る
被
害
者)

に
つ
い
て 

原
告
高
熊
飛
は
一
九
三
九
年
二
月
、
浙
江
の
金
華
で
生
ま
れ
た
。
日
本
軍
の
攻
撃
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
一
九
四
三
年
春
頃
家
族
と
と

も
に
永
安
市
に
移
住
し
た
。 

一
九
四
三
年
一
一
月
四
日
午
後
一
時
頃
、
日
本
軍
の
飛
行
機
に
よ
り
永
安
市
が
爆
撃
さ
れ
た
。 

当
時
は
父
親
は
南
平
市
に
行
っ
て
お
り
、
家
に
は
母
邵
鋳
華
と
原
告
高
熊
飛
及
び
二
人
の
妹
が
い
た
。
家
族
は
机
の
下
に
避
難
し
、
上

か
ら
布
団
を
か
け
た
。
日
本
軍
は
当
初
機
銃
掃
射
を
行
い
焼
夷
弾
を
投
下
し
た
後
、
爆
撃
を
加
え
た
。
爆
弾
の
一
発
が
家
の
前
に
落
ち
、

爆
弾
の
破
片
に
よ
り
母
邵
鋳
華
と
原
告
高
熊
飛
は
右
腕
を
負
傷
し
、
直
ち
に
病
院
で
治
療
を
受
け
た
が
、
母
邵
鋳
華
及
び
原
告
高
熊
飛
の

右
腕
が
失
わ
れ
た
。 

尚
、
当
日
の
日
本
軍
の
空
爆
は
二
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
永
安
市
の
多
く
の
住
民
が
殺
傷
さ
れ
家
が
焼
か
れ
た
。
特
に
原
告
高
熊
飛
の

住
ん
で
い
た
建
物
内
に
は
七
家
族
が
い
た
が
、
う
ち
二
家
族
が
全
員
死
亡
し
て
い
る
。 

原
告
高
熊
飛
と
母
親
は
片
腕
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
肉
体
的
、
精
神
的
に
も
多
大
な
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
。 


